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EZ フレーム(ezFrame)シリーズ 
シネマ 235(cinema235)シリーズ 

セイブルフレーム(Sable Frame)シリーズ 
固定フレームプロジェクタースクリーン 

 
ユーザーガイド 

 

パーツ一覧 

 1.  フレームパーツ × 6 個 （4個：上/下フレーム. + 2個：左右フレーム） 

2.  テンションロッド × 6 個 （４個：上下ロッド + 2個：左右ロッド） 

3.  スクリーン素材 × 1 個 

4.  センタージョイント × 2 個 

5.  L字ジョイント × 4 個 

6.  壁用ブラケット × 2 – 3 個 （モデル/サイズにより個数は異なります） 

7.  M5x50ネジ × 6 個 

8.  壁用アンカー × 6 個 

9.  M5x15ネジ × 16 個 

10.  センターサポートバー × 1 – 2 個（モデル/サイズにより個数は異なります） 

11.  サポートジョイント   × 2 – 4 個（モデル/サイズにより個数は異なります） 

12.  固定プレート × 60 – 180 個（モデル/サイズにより個数は異なります） 

13.  裏地ブラック素材 × 1 個 （アコースティックプロ素材のモデルのみ） 

スクリーンの組み立てを始める前にすべてのパーツが揃っていることをご確認ください。 

フレームの組み立て 

1. 上下フレーム用のフレームパーツは、スクリーン横幅の 1/2 の長さのものが２個ずつあります。それぞれの一方

にセンタージョイントを挿入し、M5x15ネジで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対側は斜めに 

カットされています 

½ Long Frame M5×15 ネジ 

押す 

センタージョイント 

フレームパーツ（上下フレーム用・横幅の 1/2の長さ） 
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Push

Short frame

Short frame

 

2. もう一方の上/下フレーム用フレームパーツをセンタージョイントに差し込み、M5x15ネジで固定します。 

さらに、もう一組の上下フレームも、手順 1～2 で組み立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ フレームを完成させるまで、ネジを完全に締めないでください。 

 

3. 結合した上/下フレームのそれぞれの両端に L字ジョイントを差し込み、M5x5ネジで固定します（図１．２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M5x15ネジ 

 

押す 

押す 

Screw

( fig.3)

M5x15 ネジ 

 

Push Push

Joint

Long frame

( fig.1)

反対側は斜めに 

カットされています 

 

M5x15ネジ 

 

左右フレーム 

左右フレーム 

M5x15ネジ 

 

図１．１ 

図１．２ 

フレームパーツ 

（上下フレーム用・横幅の 1/2） 押す 

 

 

 

上下フレーム 

M5x15 ネジ 

 

図１ 

押す 
上下フレーム 

押す 

L字ジョイント 
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Push

Push

( fig.2)

Insert the exposed ends of the joint connectors 

into the short (vertical) frame and align the four 

corners so that they meet at perfect right angles

テンションロッド (上下) x 4 

テンションロッド (左右) x 2 

 

4. フレームの４つの辺を結合します。左右のＬ字ジョイントは、同時に押し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーン素材のフレームへの取り付け 

1. スクリーン素材およびフレームを、清潔で乾燥した、凹凸のない場所に置いてください。テンションロッドを

スクリーン素材の袖部分に差し込みます。（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Screw

( fig.3)

 図３ 

スクリーン素材 スクリーン素材 

押す 

押す 

押す 押す 

テンションロッド (上下) x 4 

M5×15 ネジ 

L字ジョイントを左/右フレームに差し込み、 

四隅が直角になる位置で固定します。 

押す 

押す 

M5x15ネジ 

 

図２ 

押す 
押す 

テンションロッド (左右) x 2 
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2. 清潔で乾燥した凹凸のない場所に、フレームを下向きに置いてください。 

 

3. フレームの内側にスクリーン素材を置いてください。 

スクリーン素材は伸ばして張り込むため、フレームより若干小さくなっています。 

4. フレームの内側にスクリーン素材を置いてください。 

(1) 四隅から A→B→C→D の順で素材を止めていきます（図４）。 

(2) 図 5のように固定プレートを取り付けていきます。固定プレート①は、角から 10 cm程度 離れた位置に、

固定プレート②は、5cm程度離れた位置に、それぞれ取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) スクリーン素材を角の方向へ伸ばし、フレームの溝へスクリーン素材の端を挿入します。片手で素材を持

ちながら、もう片手で固定プレートを差し込みます. 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) E→F→G→Hの順序で四辺の中央に固定プレートを差し込みます（図８）。 
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F 

図８ 

図６ 
差し込む 

テンションロッド 

図７ 

フレームの断面図 

固定プレート 

フレームの溝 

A 

B 

C 

D 

図４ 

図５ 
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(5) さらに、I→J→K→L→M→N→O→P の順で固定プレートを差し込みます（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 空いている位置に残りの固定プレートを取り付けて完成させます（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

アコースティックプロモデルの裏地ブラック素材について 

裏地ブラック素材を取り付けると、スクリーン背面からの光の侵入による画質の低下を防ぐことができます。 

裏地ブラック素材は、固定プレートに付いているマジックテープを使用して取り付けます。各固定プレートに

取り付けたマジックテープの力により４方向へ素材を引き伸ばすようにして取り付けてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 

テンションロッド 

アコースティック 

プロ素材 

裏地ブラック素材  

固定プレート 

固定プレート 
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図 10 

図 12 
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センターサポートバー  

1. サポートジョイント(J)をサポートセンターバー(I)の両端に取り付けます。 

 

サポートジョイント 

センターサポートバー  

 

 

2. センターサポートバーをフレーム背面の溝に差し込みます（固定プレートを挿入した溝とは異なります）。

バー全体を傾けた状態で、下部の先端を溝へ差し込み、上部を溝に沿ってスライドさせて差し込みます。 

 

135インチ以下のモデルではセンターサポートバーは１個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

135インチ以上のモデルではセンターサポートバーは２個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. バーを中央付近の位置にスライドさせると、センターサポートバーの取り付けは終わりです。このセンター

サポートバーにより、フレームとスクリーン素材のテンションの状態が補強されます。 

 

 

 

 

スクリーン素材の端 

 

Center Support Bar 

図 13 

固定プレートの溝 

 

 

一時外す 

押す 

センターサポートバー 

図 14 

中央位置 

中央位置 

中央位置 

押す 

センターサポートバー 

中央位置 
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壁への取り付け  

1. 取り付ける壁にネジ穴のしるしを付けます。スタッドファインダーを使用して、柱の位置を確認することを推

奨します。 

2. ドリルを使用して、木ネジのサイズに適した大きさのネジ穴を開けます。  

3. 穴の位置にブラケットを配置し、木ネジでブラケットを固定します。 

補足： 135 インチ未満のモデルでは２つの上部ブラケット、135 インチ以上のモデルでは 2つの上部ブラ

ケットと 1つの下部ブラケットを取り付けます。 

4. 図 15 に示すようにブラケットの上に固定フレームを載せ、下フレームの中央を下方へ押すことでフレーム

を固定します。 

5. ブラケットへの取り付け後も、固定フレームスクリーンを左右にスライドさせて位置を微調整することができ

ます。 

6. 図 16 に示すように、下側のフレームを両手で持ち、下側のブラケットにはめ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項  

以下の注意事項に従って、正しく使用することで長くお使いいただけます。 

 

1. スクリーンを取り付ける場所は、スイッチ、コンセント、窓や家具などの障害物がない場所を選んでください。 

2. スクリーンを取り付ける場合、重量のある大きな絵画を取り付けるのと同様に、正しい方法で取り付ける必要

があります。取り付けに不安がある場合は、内装の専門業者に相談することを推奨します。 

3. フレームパーツは高品質のベロア加工アルミ素材で出来ています。取り扱いにご注意ください。 

4. 使用しないときには、家具カバーでスクリーンを覆い、ホコリ等が付着しないようにしてください。 

5. スクリーンのフレームまたは表面の汚れを落とすには、柔らかい布を温水で湿らせて拭き取ってください。 

6. スクリーン表面の洗浄に化学洗剤や研磨剤を使用しないでください。 

7. スクリーンにダメージを与えないよう、直接指で触ったり、工具や尖った物で触れないでください。 

8. スペアパーツは小さなお子様の手が届かないところに保管してください。 

製品に関するご質問は、エリートスクリーンジャパンまでお問い合せください。  
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